
』
ヤ
マ
ノ
ウ
へ

町
・入
脈
問
・
木
町
・
副
賞
寺
町
・金
屋
町
荷
造
町
・

脂
製
・
大
衆
誕
・
浅
野
町
・
山
上
町
・春
日
町
・大
樋
町

は
、
凡
べ
て
も
と
の
小
坂
庄
の
う
ち
で
あ
っ
た
と
い

は
れ
る
。

ヲ
サ
カ
ジ
ン
ジ
ヤ

カ
ス
ガ
ジ
ン
ジ
ヤ

ヲ
サ
カ
ド
ノ

小
坂
神
社

山
上
春
日
榊
制
。

小
援

殿

河

脳
部
小
坂
庄
の
一
邸

に
室
町
時
代
奈
良
大
来
院
の
所
領
が
あ
り
、
符加誌
に

次
い
で
門
跡
を
刷
出
ふ
筈
で
あ
っ
た
t
町
民
が
在
同
L
て

ゐ
た
o
M般
大
仰
正
記
に
小
坂
殿
と
記
さ
れ
る
の
は

こ
の
村
山
の
こ
と
で
あ
る
。

ヲ
サ
カ
モ
ン

尾
板
門
合
開
城
新
丸
の
人
口
な

る
出
円
形
に
在
っ
て
、
大
手
口
の
前
門
で
あ
ろ
。
筑
間

九
年
の
火
災
ま
で
は
桜
門
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後一件

叢
な
く
、
仰
門
の
ま
L

で
燦
滞
の
附
に
及
ん
だ
。

ヲ
サ
カ
ロ
ウ
ヤ

尾

坂
牢
屋
臨
長
二
十
年
の
金

抑
制
定
約
に
お
坂
抑
制
屈
の
間
が
あ
り
、
目
、
京
五
年
八

月
の
定
釦
に
は
、
『
御
城
巾
に
有
之
総
括
之

m一E
LH
』

と
あ
る
か
ら
、
金
制
作
域
に
入
ろ
地
坂
の
門
内
に
在
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
牢
屋
は
後
に
公
取
引
帽
の
境
内
に

帥
判
じ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

ヲ
サ
キ
ジ
ヨ
ウ

尾

崎

城

羽
同
部
に
あ
っ
た
。

脱出品
-
一
年
八
月
三
日
足
利
務
総
の
利
訟
に
、『
能
州
也

被
院
尼
附
城
迫
町
師
事
、
去
且
イ
二
日
自
治
政
披
見
詑
。

手
者
等
彼
銃
、
凶
徒
少
々
討
則
一
苫
々
。
』
と
あ
る
。
賂

附
械
は
奇
い
づ
、
」
と
も
知
り
得
ぬ
。

ヲ
サ
キ
ジ
ン
ジ
ヤ

尾
崎
神
社

〈一
U

沿
革
ー
も

と
金
保
城
内
北
，
丸
に
在
っ
て
、
深
田
山
師
柚
裂
と
も
櫨

到
堂
と
も
い
う
た
。
初
め
滞
侯
前
川
淵
却
ぽ
、
寛
永

十
七
年
十
一
月
酒
井
波
岐
守
を
介
し
て
東
照
宮
を
勅

前
せ
ん
こ
と
そ
蹄
ひ
、
務
府
の
許
可
を
得
て
、
十
九

年
か
ら
榊
般
世
造
容
L
、
二
十
年
に
荒
っ
て
液
成
し

た
。
そ
の
設
計
は
幕
府
の
大
工
木
原
木
工
允
に
よ

ヲ
サ

l
ヲ
シ

る
。
問
年
制
崩
時
中
迎
伎
と
し
て
村
訓
兵
部
長
朝
、
刷

使
佐
際
奥
三
右
衛
門

・
林
孫
一訴
を
百
戸
に
訟
は

L
、

八
月
二
十
日
夜
叙
山
治
問
院

・
松
務
院
の
供
器
に
よ

っ
亡
取
細川
山
や
-m担
刷(
し
、
石
川
郡
佐
那
武
の
耐
職
河

附
納
町

・
間
終
段
二
人
は
指
命
に
よ
っ
て
之
や
上
州

坂
本
に
迎
へ

、九
月
十
七
日
食
祁
で
泌
座
式
札
町
一
行
ひ
、

別川市
原
附
子
吋
城
外
茜
右
衛
門
坂
の
下
に
建
て
L
制制山

吉
と
稗
し
、
そ
こ
に
は
印
刷
川
院
の
弟
子
松
航
院
合
代

前
と
し
て
芭
き
、
問
問
三
年
寺
領
首
訂
十
石
札
官
官
訂
氾

し
た
。
そ
の
後
天
台
宗
間
一
ど
寺
等
宇
一
し
て
紳
勤
せ
し

め
た
が
、
明
治
元
年
制
仰
出
前
禁
止
の
後
仰
倣
仰
叩
出

荷
除
き
、

mm虫
寺
は
引
出
飾
し
て
制
服
と
な
っ
た
。
か

く
て
出
祉
は
七
年
一
世
川
町
中
」
胤
附
紳
耐
と
改
め
た
が
、

話
時
以
内
は
叫
に
限
軍
省
の
岡
地
と
な
っ
亡
ゐ
た
か

ら
、
十
一
年
に
之
常
域
外
四
町
の
地
に
移
斡
せ
し
め

た
。
椴
裂
堂
が
域
内
に
あ
っ
た
時
分
は
、
惣
門
・随

身
門
・水
底
・詳
殴
・幣
股
・制
限
所
・山凶門
・本
股
等
十

数
州
仰
が
使
む
せ
ら
れ
て
、
H
H

に
焔
向
叫
の
英
や
問
問
〈
し

た
も
の
で
あ
ろ
が
、
そ
の
隙
沼
儲
か
ら
移
耐
押
札
7.
命
ぜ

ι
つ
れ
た
時
に
は
六
百
凶
そ
典
へ
ら
れ
た
に
泊
r
F
ぬ
か

ら
、
終
践
の
許
す
範
闘
に
於
い
て
刷
出
存
す
る
部
分
の

み
を
的
抑
制
刊
し
、
そ
の
他
は
市
内
二

・
三
の
耐
祉
に
分

配
し
た
と
い
ひ
、
部
位
む
に
は
向
石
山
町
が
治
さ
れ
て

開
る
。

合一〉川例制

u
l岡
地
附
耐
枇
の
訟
物
は
、
内
外
共
に
知
町
そ

怒
り
、
務
純
の
彫
刻
・創
形
影
色
・筋
金
H
H
t
p
h

以
て

装
飾
し
て
あ
り
、
就
中
本
防
は
泊
以
も
叫
飽
食
桜
め
、

北
閥
に
於
け
る
唯

一
の
江
戸
初
期
の
日
光
山
閉
式
剣
山
間

で
あ
る
。
本
殿
は
間
口
一
六
尺
八
寸
、
奥
行

一
O
尺

八
寸
、
向
奔
七
尺
、
流
造
ふ
り
鋼
板
本

H
で
、
内
部
は

内
外
仰
に
別
れ
て
ゐ
る
o
m刷
物
は
外
側
は
川
組
、
向

野
は
=
一
斗
組
・隆
続
、
制
制
述
策
と
し
て
は
特
昨
日
な

も
の
で
、
共
の
俗
語
自
に
精
巧
や
一
臨
閉
め
て
ゐ
る
。
剛
山

物
の
内
外
共
に
柑
彩
色
札
吋
胞
L
、
紘
廻
り
一
川
川
側
・町一

板
化
和
軒
・屋
線
引
宮
町
守
は
朱
張
、
内
外
肺
訴
及
び
天

引
等
は
出
一
…
桜
で
、
何
れ
も
金
色
の
制
金
共
や
-
用
ひ
て

あ
る

o
m祉
の
奔
山
町
は
桁
行
三
附
、
梁
間
二
閥
、
即

応
、
以
附
帆
入
母
屋
遣
、校一品

η
。
幣
肢
は
桁
行
二
問
、

剛
山
間
一
問
、
後
而
人
位
日出
訟
で
、
そ
の
前
而
は
対
岐

に
践
す
る
。
岱
瓦
討
。
朝
刊
殿
・
腕
川
防
共
に
怒
築
の
技

巧
は
本
山
間
と
同
線
で
あ
る
が
、
特
色
と
す
ろ
厨
は
、

品
制
・支
輪
M

惜
の
椛
迭
に
あ
・
り
、
そ
の
支
給
の
組
武

田
此
列
は
二
・三
或
は
況
・六
と
一
定
し
な
い
で
、
粍
々

に
説
化
し
て
ゐ
る
。
お
祉
の
中
門
は
山
門
遺
骨
で
、

屋
川
帆
は
本
憾
と

M
じ
〈
鋼
板
本

η
と
し
、
丸
料
品
則
一
一

一郎
防
水
指
で
、
耐
市
立
青
山
川
悦
肌
で
化
制
L
、
日住削帆明白

は
イ
バ
ラ
純
一で
あ
るv
o
懸
魚
・
凶
戸
等
り
彫
刻
は
誠

に
制
巧
で
、
内
外
む
桜
彩
色
と
梢
侠
ち
、
能
〈
制
利

止

pp，
保
っ
て
ゐ
ろ
。
浴
桝
は
長
さ
数
十
削
、

器
提
石
材

二
段
郡
木
土
Q
で
、
附
師
に
柱
札
r
H
4
M
て
、
腰
M
H
抑

・

上
限
抑

・
政
府
鴨
川
引
で
、間
出伸
明
子
ゃ
.4D
て
、
腕
木
指

の
仕
組
に
な
っ
亡
村
り
、
民
側
は
ご
木
前
芯
筏
瓦
刊

で
あ
る。

以
上
付
凡
べ
亡
附
和
六
年
一
月
凶
伐
に
指

定
せ
ら
れ
た。

ヲ
ザ
サ
ゼ
ン
シ
ロ
ウ
小
篠
芸
四
郎

父

は
山
城

浪
人
小
篠
弘
右
衛
門
。
滋
凶
郎
は
前
川
光
一
仙
の
岡
島
内

令
都
ろ
小
犯
で
あ
っ
た
が
、

fuて
附
川
町
村
五
次
郎
入

と
償
う
て
之
キ
・断
旬
、
自
ら
死
叫
に山市
る
こ
と
荷
州
制

し
た
の
に
、
光
一
品
は
之
を
制
し
な
か
っ
た
。
滋
四
郎

深
く
そ
の
恕
に
感
じ
、
正
保
二
年
沌
J

仙
の
卒
後
之
に

殉
死
し
た
。
弟
七
郎
右
衛
門
也
知
そ
袋
ぎ
、
子
皆
右

術
門
中
一
総
て
沓
四
郎
に
-?
内
在
位
元
年
早
附
断
絶
し

た。ヲ
ザ
ミ

{f
。

納
見

". 
ザ

凶
山
市
町
川
谷
内
の
内
の
小

ヲ
サ
Z
イ
シ

納
見
石

以
一
烹
綿
谷
内
に

産
す
る
石
材
。
卸
石
安
山
岩
で
、
劫
色
の
石
別
町
中
に

白
色
科
長
石
直
敏
が
あ
り
、
訴
か
に
見
九
一
ぱ
卸
石
の

虫
色
小
結
晶
の
介
在
す
る
脅
見
る
。

ヲ
サ
Z
J
Z
.7

納
見
の
氷

川
げ
ミ
以
草
加
谷

内
の
小
字
納
見
に
あ
っ
て
、
輸
ぬ
か
ら
下
鈴
屈
に
平

る
外
湘
街
道
に
湧
出
す
る
地
下
水
で
あ
る。

能
殺
計

跡
芯
に
、『
又
少
し
行
け
ば
あ
ざ
み
め
水
と
て
冷
水
あ

旬
。
往
来
り
者
裂
は
此
水
に
て
潟
守
山
由
仁
也
O
』
と
お

る。
ヲ
サ
メ
テ
ダ

イ

納

手
代

↓
テ
ダ
イ
手
代
。

ヲ
シ
ガ
ハ
ラ

鰐
ヶ
原
石
川
州
以
川
正
に
応
ず

る
部
部
。
紅
白
三
年
上

m
J似
trn，
聞
に
臨
め
た
と

い
O

L

VV ヲ
シ
ホ

小

回
目
江
川
山
川
附
北
出
め
巾
に
悩
す
ろ
加

古
問
。
源
問
ザ
脱
出
表
記
年
軍
加
賀
に
組
問
阜
の
段
に
、
『
先山川

十

は
安
宅
に
つ
け
ば
、
後
仰
は
儲
・
担…附
・
続
攻
・迫
間

一

云
々
ま
で
列
り
た
り
。
』
と
あ
る
泊
限
も
亦
こ
れ
で
あ

一

ろ
が
、
文
守
は
取
っ
て
ゐ
ろ
。

ヲ
シ
ホ
ウ
ラ

小

騒
浦

江
加
山
小
限
附
近
で
、

協
付
泌
様
で
あ
り
、
前
は
砂
地
で
あ
ろ
。
越
殺
刊
一
三

州
志
に
謀
関
草
を
引
い
て
、『
加
れ

へ
下
り
け
る
に
小

腕
加
と
い
ふ
節
に
て
、
思
ひ
き
や
小
関

ι蚤
の
市
民

に
て
山
町
立
に
駄
の
且
を
見
ん
と
付
陥
制
。
』
と
あ
ろ

も
の
n
躍
で
あ
る
。
笈
恕
紀
闘
に
、
こ
の
隊
法
年
々
梅

市
町
せ
て
、
小
闘
町
村
な
ど
は
泊
介
、
4E
・4
い
た
家
が
td

ぃ
。
昔
は
こ
の
前
に
抗
躍
が
あ
り
、

一
聞
に
砂
町
で

あ
っ
た
と
し
て
ゐ
る
。
江
泊
芯
制
に
、
小
副聞
は
古
へ

か
ら
漁
獄
そ
琵
業
と
し
た
が
、
天
間
八
年
風
彼
の
加

に
多
く
溺
死
し
て
か
ら
そ
れ
を
止
め
た
と
あ
る
。

ヲ
シ
ホ
ツ

ジ

小

額
辻

江
加
山
花
街
の
巾
に
闘

す
る
部
稿
。

ヲ
シ
ホ
ハ
シ
h
F
テ
ェ
ア
ソ
プ
キ

遊
小
路
梁
幅
削
記

一
加
。
安
永
九
年
=
一
足
、
小
松
城
拾
で
ゐ
っ
た
白
川

九
三
九


